
７章 微分方程式 

１節 微分方程式と解 
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 ⑶ 接線の方程式は )( xXyyY   

Qの Y 座標は 0X を代入して 

 yxyY   

条件より  yxyy    ∴ 02  yyx  
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 ⑴ cy   より， ccxyyxy loglog  と微分方程式を満たす。 

  また，1 個の任意定数を含むので一般解である。 
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log  と微分方程式を満たす。しかし，一般解の任意定数にどのよ

うな値を入れても得られないので特異解である。 
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と微分方程式を満たす。また，2 個の任意定数を含むので一般解である。 
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したがって  
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